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人工呼吸器 Evita4の使用経験について
武蔵野赤十字病院 MEセンター

機木康二

当施設では、シーメンス社製人工呼吸器サーボ 900シリー

ズ (900C、鈎OE)をメインとして使用しており、 一昨年よ

り、 ドレーゲル社製人工呼吸器 Evita4を購入し、現在4台

を臨床使用している。サーボ 900Cとの特性 ・利点などの相

違点を中心に、また改善点を臨床工学伎士として述べたいと

思う。

①体重3 Kg以上の小児から成人まで使用可能で、将来的に

は NeoFlowを用いれば、更に体重の低い新生児にも使用

可能となる。また Ideal Body Weight機能により、患者の

体電を入力するだけで自動的に条件設定、アラーム設定な

どの初期設定を行い、換気を開始することができ、緊急性

にも対応可能である。

②コントロールユニット上のタッチセンサ一、 1個のロータ

リーノブによる容易な操作性である。

各モードでの像作も必要以上のタ ッチキーは出現しない。

またスクリーン右側の固定されているファンクションキー

を用いることで、自分が現在どこにいるのか理解しやすく

なっている。

③従来の使用可能なモードの他に、 BIPAP・APRV・MMV

などが搭載され多機な患者に対応可能である。

AutoFIO¥¥機能が、患者の気道低抗、コンプラアンスの変

化によって、吸気フローをコントローノレし気道内圧をでき

る限り低く抑え、設定一回換気量を維持しようとする。

サーボ 300での圧補正従量式換気 (PRVC)に似ているが、

吸気相・呼気相どの日寺点でも自発呼吸ができるのが、他機

積に無い特徴である。

従盈方式の換気モードに付加させることができ、強制換気

中に自発呼吸を行っても追従し、吸気流速をコントロール

して、圧損傷やファイティングを最小限に抑えられる。

当箱設では、初期設定で AutoFlowを常時 ONで起動する

ように設定している。BIPAPに換気量が保証できるとい

う方が、 AulOFlowは理解しやすい。

③ Flow triggerを用いた換気により、自発呼吸に対するレス

ポンスが速く、最大吸気流速が 180Llmin(自発呼吸時)

まで対応可能なため、患者に適したサポートが行われる。

Evita4は、定常流を流さない Flow tri銘erのため、回路の

揺れなどのノイズに強い構造となっている。

また、吸気圧ライズタイムが最大2秒間で設定可能で、

閉塞性肺疾患に有効である。

⑤ CO三計il¥1)機能が標準装備となり、 etCO，、 CO，f.t:成量、

死腔量などがモニタリ ングでき、ガス交換の指標として

有効である。

⑥患者の呼吸状態を杷保する上で、重要なのがモニタリング

機能であるが、 Evita4はこの点も充実している。大きな

カラー画面に波形表示がされ、刻々と変化する患、者の呼吸

状態を杷纏でき、従来の測定項目の他、気道低抗、コンブ

ライアンスなど換気力学的項目を画面一つで確認できる。

ノレープ表示やトレンド表示、設定変更・アラーム発生など

が 1000件までメモり可能なログブック表示も情報源と

して活用できる。

特殊計痢1)機能として PO.I、autoPEEPが瞬時に測定可能に

なり、各々 weanmgの指標、呼吸器の適正な設定を評価す

ることができる点は、臨床の現場で非常に役立つ情報であ

る。

⑦本体内蔵型の薬剤lネブライザーを標準装備していること

で、吸気に同期させ噴霧し、 一回換気量は噌加することは

ない。換気量設定を変更する必要がないため、看議婦の操

{乍を容易にし混乱させることはない。

③始業・終業点検を Devicecheck機能で、メッセーシの指示

通りに実施するだけで、装置の動作、リークテストなどを

短時間に正確に実施できる。 また作動中も、 Aulo

叩 lib問 110nし一定の精度を保つように なっている。

他にも特性・手1)点はあると思うが、以下に改善点をあげるe

① St加 d byキー及び基本画面キーの記号が理解しにくいた

め、当施設では・ンーノレを作成し、付近に貼付し工夫している。

②内部バッテリーの充電を AC電源を後続するだけで行える

ようにした方がよい。現状だと作動中または Stand b}でな

ければできない。即ち、保管中も電源、 SWをONにする必要

があり、アワーメーターが作動してしまう。

③測定値の MV leak表示が、実際 leakがなくてもフローセ

ンサの誤差なども含まれて表示されるので、使用中混乱する

ことがある。

weaningの困難な COPDなど重症呼吸不全では、第 l選択と

して指名され、また心臓外科の術後管理にも使用している。

Evita4は、現在知る限り最高スベックの人工呼吸器と考えら

れ、今後 lCU領域での主流になっていく止思う。
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新しい最高の基準。

機能とやさしさが大きく進化した

人工呼服器『工ビタ4J。

偽有望V

.r工ビタ4JI主人工呼吸器100年の伝統を誇るドイツ・ドレー
ゲル社から、呼阪へのやさしさ、使う人へのやさしさをさらに追

及し、新たに誕生した工ピタシリーズの愚上位機種です。

・タッチスクリーン式のコントロールJ(ネルとロータリノプに

よる直感的で覚えやすい繰作。

・Paediatricモード選択により、体重3kgからの小さな呼吸
にも対応可能。

.~い気道内圧による肺障害やフアイティングの危険性を最

小限に銅えた理想的な換気モードrBIPAPJ、換気量が規定で
きるBIPAPを可能にした補助尊重能rAutoFlow" Jを搭載。
・大型カラースクリーン採用により波形、パラメータ表示が充

実。さ5に「テーブル表示Jrトレンド表示Jrループ表示Jrログ
ブック表示」可能。

・rC02センサ」を標準装備。ガス交換の指標、適性挿管の判断

に有効。またrSp02センサJ(オプション)により、呼限・循環の
同時評価、診断機能も充実0

・電源役入時、患者さんの体重を入力するだけで自動的に初期

設定が完了するfldealBody Weightスタート機能」を措載。
さらに起動様式、モニタリング表示、換気モードなどを「力スタ

マイズJできまま己
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